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11 本日の内容本日の内容

１ 公立入試１ 公立入試
 新制度入試（前期・後期選抜）について

 前期選抜ではどんな生徒が合格する？

 前期は受験すべき？

 新制度入試（前期・後期選抜）について

 前期選抜ではどんな生徒が合格する？

 前期は受験すべき？

２ 私立入試２ 私立入試
 授業料無償化とは？ その影響はあったの？

 私立高校の入試制度について

 奨学生（特待生）になるには？

 授業料無償化とは？ その影響はあったの？

 私立高校の入試制度について

 奨学生（特待生）になるには？

４ 将来を
見据えて

４ 将来を
見据えて

 高校入試はゴールではない

 真剣に学習に向かう‘受験’という経験は極めて重要

 AIの時代が到来した今、何が大事か

 高校入試はゴールではない

 真剣に学習に向かう‘受験’という経験は極めて重要

 AIの時代が到来した今、何が大事か

３ 高校選び３ 高校選び
 早く決めたい気持ちは理解できるが、入学後に後悔するケースも

 切磋琢磨できる環境かどうか

 学校説明会等に参加し、必要に応じて個別相談も

 早く決めたい気持ちは理解できるが、入学後に後悔するケースも

 切磋琢磨できる環境かどうか

 学校説明会等に参加し、必要に応じて個別相談も

22 入試スケジュール入試スケジュール

前期Ａ日程 前期Ｂ日程 後期日程

1月19日 2月2日 3月7日
⼭東,⼭⻄
⼭中,⼭工

⼭南,⼭北,
 ⼭商

推薦入試 一般入試

１月中旬 １月下旬

公立

私立

➡合格発表

➡合格発表

➡内定通知 ➡内定通知公
立
公
立

私
立
私
立

公立前期と私立推薦は合格⇒入学が
必須なので、この２つの併願は不可

公立前期と私立一般の併願はOK

公立前期と私立推薦は合格⇒入学が
必須なので、この２つの併願は不可

公立前期と私立一般の併願はOK

1月 2月 3月

33 ２０２６年 山形市内公立高校の入試結果２０２６年 山形市内公立高校の入試結果

*出願時の倍率*出願時の倍率

その他前期出願要件
（評定）前期試験内容最終

倍率
前期
倍率*前期定員

43以上面接・作文・口頭試問0.48
2.16

2.00
5.75

普通科 5％
探究科 5％⼭形東

普：36以上
理：43以上面接1.06

1.60
2.77
3.25

普通科15％
理数科10％⼭形南

42以上面接1.004.20普通科 5％⼭形⻄
普：41以上
音：23以上

普:面接
音:面接・適性検査

0.94
0.33

1.17
0.46

普通科15％
音楽科60％⼭形北

必須要件でない面接0.70~
1.28

1.00~
2.5550％以内⼭形工業

普：38以上
体：必須要件でない

普:発表
体:面接・適性検査

0.83
1.06

1.67
1.34

普通科15％
体育科80％⼭形中央

27以上面接0.89~
1.32

3.23~
3.50

ﾋﾞｼﾞﾈｽ25%
情/経 10%⼭形商業

県
の
Ｈ
Ｐ
で
要
確
認

44 前期選抜：A日程（1月19日）／B日程（2月2日）前期選抜：A日程（1月19日）／B日程（2月2日）

「２度チャンスがある」は間違い
作文、面接、口頭試問など、前期

に向けた新たな準備が必要
進学校の前期定員は少なく、大量

の不合格者が出る可能性
学力検査を課さない前期選抜は、

学力低下を助⻑する懸念

新制度入試の課題新制度入試の課題

 前期で不合格でも、第一志望を貫く強い意志が求められる‘メンタル入試’

 戦略的に「前期を受験しない」という選択も大いにあり

 前期で不合格でも、第一志望を貫く強い意志が求められる‘メンタル入試’

 戦略的に「前期を受験しない」という選択も大いにあり

どんな資質・能力を持つ生徒を求
めているかを調べる
 学力？部活の実績？特別活動？意欲？

⼭東の口頭試問は、中学での学び
と実生活との関わりを問う問題
 予想は困難なので、日々の授業が大事

前期選抜はコミュニケーションが
不得手な人には向かない

前期試験で求められる力前期試験で求められる力
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55 後期選抜：３月７日 （追検査３月１２日）後期選抜：３月７日 （追検査３月１２日）

①学力試験①学力試験 近年、「読む力」と「書く力」を問う問題が増加近年、「読む力」と「書く力」を問う問題が増加

②調 査 書②調 査 書 ９教科の評定合計を得点化して①に加算９教科の評定合計を得点化して①に加算

出 願 判 断出 願 判 断 倍率は気にしない（ボーダーは変わらない）倍率は気にしない（ボーダーは変わらない）

後期選抜

５教科の学力検査を
中心に、調査書等も
含めて総合的に判
断される選抜
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2026 2025

2026年と25年を比
べると350点以上の
合格層に変化はな
いが、チャレンジ層
が激減⇒公立高校
定員割れの要因

併願者度数分布

66 私立高校の入試制度＆授業料の実質無償化私立高校の入試制度＆授業料の実質無償化

 授業料は保護者の収入に寄らず、月38,100円まで国が支援
 無償化により、都市部では私立人気が高まったが、県内の影響はわずか
 入学金は 公立＜私立 だが、諸経費は公私に寄らず学校差が大きい

 授業料は保護者の収入に寄らず、月38,100円まで国が支援
 無償化により、都市部では私立人気が高まったが、県内の影響はわずか
 入学金は 公立＜私立 だが、諸経費は公私に寄らず学校差が大きい

入試方法入試方法

 専願(推薦・一般)、併願
の３種類

 私立の推薦は不合格とな
るケースはまずない

 併願のボーダーは専願よ
り高い

 専願(推薦・一般)、併願
の３種類

 私立の推薦は不合格とな
るケースはまずない

 併願のボーダーは専願よ
り高い

奨学生制度奨学生制度

 部活動以外でも、学業や
外部活動等を評価する学
校もある

 募集要項で確認
 部活動体験会や学校説明

会に参加し個別相談を

 部活動以外でも、学業や
外部活動等を評価する学
校もある

 募集要項で確認
 部活動体験会や学校説明

会に参加し個別相談を

公立と私立の違い公立と私立の違い

 公私とも学習指導要領に基
づき授業は行われる

 私立はコース制を採り、多
様な生徒たちが集う

 部活動や施設等は私立の方
が充実していることが多い

 公私とも学習指導要領に基
づき授業は行われる

 私立はコース制を採り、多
様な生徒たちが集う

 部活動や施設等は私立の方
が充実していることが多い

 大切なのは 「公立か私立か」 ではなく、力を伸ばせる学校かどうか
 そこに集う仲間と切磋琢磨できる環境かどうか⇒「入り易さ」で選ばない
 大切なのは 「公立か私立か」 ではなく、力を伸ばせる学校かどうか
 そこに集う仲間と切磋琢磨できる環境かどうか⇒「入り易さ」で選ばない

学び

コース

認知
スキル

非認知
スキル

進路

大 学

専門学校

就 職

活動

部活動

行 事

探 究

生活

通 学

校 風

設 備

費用

授業料

諸経費

奨学生

77 高校選びの５つの視点高校選びの５つの視点

 下位層にいると学校生活はつまらない 進学校なら 2/3以内に
 一方、⾃分を高めてくれる人がいなければ、成⻑しない
 下位層にいると学校生活はつまらない 進学校なら 2/3以内に
 一方、⾃分を高めてくれる人がいなければ、成⻑しない

88 将来を見据えた進路選択将来を見据えた進路選択

 「知識」はスマホの中にある時代、高校では何を
身につければよいのか？

① 非認知スキル
 頭の良さではなく、人として成⻑する力のこと
 やりぬく力、協調性、向上心、好奇心、粘り強さ、情熱、

素直さ、… など
② 感情リテラシー

 感情を適切に言葉にできないと、⾃身の状態を理解できず、
衝動的な言動を取りやすくなる

 語彙力をつけることが重要

 目標は必要だが、「将来何になるか」については
高校に入って視野を広げる中で決めればよい
 看護師、調理師などは高校卒業後、専門学校や大学で資格

が取れる
 今は国からの修学支援金も充実、返還不要の奨学金もあり

 高校ではリアルな体験を通して「好み×強み」で
進路を切り拓いていく


